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科目名 卒業研究ゼミ２（卒業必修） 

授業形態 演習 学年 2 

開講時期 2023 年度 前期～後期 単位数 2 

担当教員 沈 得正 

内容および計画  本ゼミでは、プロダクトデザインの専門分野に基づいて、１年間で研究活動を通して専門知識を深めてい

くことを目的とする。それに通じ、調査分析力、問題解決能力、論理構成能力、柔軟な発想力、コミュニケ

ーション能力を身につける。 

 ゼミの進行方法では、毎回の進捗状況についてパワーポイントをまとめてもらい、プレゼンテーション報

告をしてもらう。それに基づいて担当教員が指導を行う。すなわち、自ら卒業研究にふさわしい研究テーマ

を見つけ、積極的に研究を取り組む中で成長することが重視する。 

 以下の授業計画はあくまでも「目安」として捉えてください。それぞれの研究進捗状況に合わせて指導す

る。 

１ オリエンテーション：テーマの検討 

２ 調査・テーマの検討 

３ 調査・テーマの検討 

４ 調査・テーマの検討 

５ 調査・テーマの検討 

６ 調査・テーマの検討 

７ 調査結果考察 

８ 研究目標設定 

９ 試作の検討 

１０ 試作の検討 

１１ 試作の検討 

１２ 試作の検討 

１３ 試作の検討 

１４ 試作の検討 

１５ 中間発表資料作成 

１６ 中間発表 

１７ テーマの再検討 

１８ 研究背景の再検討 

１９ 研究背景の再検討 

２０ アイデアの創出 

２１ アイデアの創出 

２２ 作品制作 

２３ 作品制作 

２４ 作品制作 

２５ アイデアの改良・展開 

２６ 改良・展開後の作品制作 

２７ 改良・展開後の作品制作 

２８ 作品の完成度を高める 

２９ 最終発表資料作成 

３０ 最終発表 
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テーマに応じ、必要と思われる資料を紹介する 

参考書  

成績評価 

評価方法 割合(%) 

調査分析能力 20 

問題解決能力 20 

アイデアの発想・展開能力 10 

造形力 10 

論理構成能力，プレゼンテーション能力 20 

実行力 20 

欠席、遅刻、早退は、減点します。授業回数 1/3 以上の欠席は履修放棄とみなします。 

欠席の場合は必ず事前に教員まで連絡すること。 

学習到達目標 調査分析力、問題解決能力、論理構成能力、柔軟な発想力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション

能力を身につける。 

先修条件  

実務経験  

その他  

 


